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① あなたは、学校の教育方針や教育目標をご存じですか。

② お子さんは、意欲的に学習に取り組んでいると思いますか。

③ お子さんは、授業がわかりやすいといっていますか。

④ お子さんは、家庭で宿題や課題等、家庭学習に取り組んでいますか。

⑤ お子さんは、友達を大切にしていると思いますか。

⑥ 学校は、豊かな人間性を育む心の教育の充実に努めていると思いますか。

⑦ お子さんは、健康に気をつけて生活していると思いますか。（食事、運動、睡眠等）

⑧ 学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対応ができていると思いますか。

⑨ 学校では、いじめがあったとき、すぐに話を聞いて対応してくれると思いますか。

⑩ 学習や生活で困ったことがあったとき、先生方はすぐに話を聞いて対応してくれると思いますか。

⑪ 学校は、子どもの事故防止などの安全教育に取り組んでいると思いますか。

⑫ 学校の施設･設備は整っていると思いますか。

⑬ 学校は、市や地域の環境･施設･人材を教育活動に生かしていると思いますか。

アンケート回収率

学校評価に関するアンケート結果と考察

令和5年3月9日

　保護者　様

原　山　中　学　校   
校長   泉水　真由美

　早春の候、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より本校の活動にご支援、ご協力をいただ
き、お礼申し上げます。
　さて、ご回答いただきました学校評価アンケートについての結果をお知らせいたします。本年度、多くの保護者の皆様から学校
評価にご協力いただきました。本校教育活動への期待を感じております。保護者の皆様のご意向を次年度の教育活動に生かし
てまいりたいと思います。ご協力ありがとうございました。

　アンケートでは、評価を４段階で実施いたしましたが、肯定的な評価の昨年度との比較を記載し、割合が高かった方を全角で
記載しています。

　個別の評価項目については以下のとおりです。

昨年度の回収率より今年度は約２０ポイントほど向上している。今年度は懇談会や行事参加の有無などをwebでの回答と
し、その形が身近なものとなったことが要因と考えられる。
学校教育目標は昨年に比べると認知率は若干減少している。今後、配信されるお便りなどに書き加えたりするなど、周知に
努め、８０％を目標とする。
授業のわかりやすさに関しては、生徒よりも保護者の評価が厳しく、昨年度より１０ポインほど低下している。よりよい評価と
なるよう指導方法や指導技術について研究と修養に努める。今年度は３学期のみとなった授業公開を、学期に１回以上開け
るようにし、参観していただく機会を増やしていく。また、学習機会を増やすため、PC端末をさらに活用する。端末にインス
トールされている学習アプリや、復習・予習ができるデータ媒体での学習物を家庭で行うことで、学習意欲と学力の向上につ
なげていく。
豊かな心の育成については、昨年より６ポイントほど下がっている。道徳教育を通して、「人とのかかわりに関すること」につ
いて重点指導項目とすることで、。思いやる気持ちの向上に努めていく。いじめ対応については、生徒・保護者ともに昨年度
より評価が上がっている。「わからない」という回答が１１ポイントほどあることから、豊かな心の育成につながる活動を実践し
ていく。教育相談部を核として、全校体制で相談活動を年３回＋チャンス相談を実施していく。
健康については、昨年度と同程度であった。新型コロナウイルスの影響がまだあり、生活様式も大きな変更がなかったため
と考えられる。また、それに伴い家庭での生活様式がより日常化され、健康を維持する意識の高まりもあると推測される。
安全教育については、昨年とポイントが５ポイントほど低下した。短学活等での指導、下校パトロールや防犯パトロールを介
して交通安全及び生活安全の意識を向上させ、また校外へ向けた周知を推進していく。
施設･設備については、生徒・保護者ともにポイントが向上している。今年度大規模改修が行われ、校舎の内外がきれいに
なり、またエアコンもほとんどの教室に設置された。ICT機器も各教室が同時に使えるだけのモニターが揃い、昨年度より、
学習環境の充実が図られたことも大きな要因であると推測される。
今年度は地域の人材や地域での活動については、昨年度より保護者アンケートでは５ポイントほど低下しているが、生徒ア
ンケートでは９ポイントほど上昇している。生徒と保護者の意見の相違が見られるため、学校HPや学年・学級便りなどで活動
の周知に努めたい。

評　価　項　目 今年度肯定的な意見（％） 昨年度肯定的な意見（％）

59.3 63.2

66.2 69.1

56.7 67.1

69.1 73.0

89.2 94.1

76.2 81.9

76.2 76.5

74.0 77.4

７５．８ 74.5

78.8 84.3

79.7 84.8

６９．７ 67.1

66.5 71.0
８７．５％ 69.39%
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① あなたは、学校のめあてや目標を知っていますか。

② あなたは、進んで学習に取り組んでいますか。

③ 授業はわかりやすいですか。

④ あなたは、家庭で宿題や課題等、家庭学習に取り組んでいますか。

⑤ あなたは、友達を大切にしていますか。

⑥ あなたは、自他の生命を大切にし、感謝の気持ちをもって生活していますか。

⑦ あなたは、健康に気をつけて生活していると思いますか。（食事、運動、睡眠等）

⑧ 先生方は、あなたのよさや頑張りを認めてくれていますか。

⑨ 先生方は、いじめがあったときよく話を聞いて対応してくれると思いますか。

⑩
学習や生活で困ったことがあったとき、先生方はすぐに話を聞いて対応してくれると思います
か。

⑪ あなたは、事故にあわないように気を付けて生活していますか。

⑫ 学校の施設･設備は整っていると思いますか。

⑬ 保護者や地域の方々と行う活動は充実していますか。

アンケート回収率

　　生徒アンケートの概要
　　アンケートでは、評価を４段階で実施。肯定的な評価について昨年度と比較し、割合が高かった方を全角で記載。

学校教育目標については生徒の認知度は１３ポイントほど上昇と昨年度より大きく上がり、「夢の実現に向けて豊
かな心とたくましく生き抜く力を持つ生徒の育成」という大目標について認知されてきている。今後は、５つの具体的
目標の達成を中心に取り組み、学校をより自己実現可能な活動の場へと進めていく。
授業のわかりやすさについては、生徒からの評価は昨年度よりも７ポイント上昇した。ICT機器を活かした基本的な
学習から教師が研修を深め、授業で活用できている表れであると考えられる。今後も継続して、ＩＣＴ機器などを活
用し「主体的・対話的で深い学び」が達成できるように、今後も指導方法や技能の向上を図りつつ研究と修養に努
める。
生徒の家庭学習への取り組みは８ポイントほど上昇している。紙媒体でのワークブックの取り組みが難しい生徒に
は、コンピュータ端末を使って学習を進めるよう促していく。端末にインストールされている学習アプリなどで予習・復
習を行い、家庭とともに学習の取り組み方について見直しをしながら、生徒がさらに主体的に学ぶよう支援してい
く。
友達を大切にすることや、友達および自他の生命を大切にすることの評価については、昨年度より若干上昇してい
る。今年度は行動様式も大きな変更はなく、基本的な３密の状態を避けることなどが徹底されてきたが、通常に近
い形で実施できた行事が多く、共有体験をすることで人間関係づくりに大きく寄与したと考えられる。また、道徳教育
を学年一斉で実施したり、その学年の問題点に沿った単元を展開していくことで、共感的な人間関係づくりを育み、
より安心感のある学校生活が送れるよう努めていく。
健康に留意した生活については、１０ポイントほど肯定的評価が増えている。３密を避けることの意識や消毒活動等
が生徒の自発的活動に現れてきている。今後も学校だより、保健だよりや給食だより等で啓発し続けていく。
学習や生活で困ったことがあったときの先生方の迅速な対応については、肯定的評価が前回より７ポイント上昇し
た。事例研修などで知識理解を深め、生徒指導体制や教育相談体制をより強化していく。
先生方が自分のよさや頑張りを認めてくれるかについては、昨年度よりも５ポイントほど上昇し、肯定的意見も９
０％を越えている。今年度は教育相談研修などを校内で実施し、生徒に寄り添って話を聞くことの大切さを確認し
た。生徒と関わる距離感を大切にし、生徒のやる気を引き出し、頑張りやよさを積極的に認める指導を継続してい
く。同時に行事や生徒会活動を中心として、社会生活と関わりが持てるような生徒の取り組み場面を充実させ、自
己肯定感や自己有用感を育んでいく。
いじめへの対応は、生徒の肯定的評価が昨年度よりも８ポイントほど上昇した。いじめケースとしては、目に見えて
起こるものではなく、ＳＮＳ等の水面下で静かに進行しているものが多い。その際、行動確認をするためには保護者
との連携は不可欠となる。特に年度初めにＳＮＳやネットリテラシー講習など生徒や保護者に行うことで、未然防止
に努めていく。
安全な生活については、昨年度より３ポイントほど上昇した。保護者と生徒との意識の差が見られ、学校と家庭と双
方で安全教育を進めていく。
施設･設備については昨年度よりも１８ポイントほど上昇した。教室環境が整備され、床や廊下はもちろんであるが
エアコンも新設されたり加湿器を新しいものにしたりと、以前に比べて快適に学習ができている。ＩＣＴ環境も,モニ
ターの各教室への設置や回線速度が維持されるよう工夫を行ったため、不具合が起きることが大きく減少している
ことも影響していると推察される。

評　価　項　目 今年度肯定的な意見（％） 昨年度肯定的な意見(％)

８６．６ 79.1

８４．９ 76.5

８１．９ 68.7

８５．７ 74.3

８６．６ 76.5

９０．８ 85.0

９０．３ 89.5

９１．６ 87.7

８９．５ 86.1

８６．６ 68.3

９０．０ 82.5

８９．１ 82.1

８３．２ 74.7
92.09%85.30%


